































































チンの作家リカルド・ピグリアがゴンブロヴィッチの『トランスアトランティック』をアルゼンチン文学として読んでいることを挙げ、外国語で書かれたラテン メリカ文学と う視座を説いている。そうした視座を獲得した時に浮上してきたのがコンラッドの『ノストローモ』であり、それに着目し バスケスだったと う
（二〇一六年四月二十六日「Ｊ・Ｇ・バスケスを芥川




するだけでなく交錯もするように、 『コスタグアナ秘史』は『ノストローモ』と平行するだけでなく交錯もする。 『コスタ アナ秘史』が「秘史」であ ゆえんだ。イギリスへ渡ったホセはコンラッドの情報提供者とな のだった 『ノストローモ』はホセ・アルタミラーノからの情報を得 書かれたということなのだ。　
コンラッドの『ノストローモ』序文には、この小説がホセ
アベリャノスとその著書『失政五十年史』から多くの情報を得ていると書かれている。ところが、この 失政五十年史』なる書物は出版されたこ がないとも付け加えられている。つまりこれはフィクションなのだ。ホセ・アベリャノス ど 人
新刊紹介
128
物は存在しない。実際にはサンティアゴ・ペレス・トゥリアナとその著書『ボゴタから大西洋へ』が情報提供者であっただろうというのが定説のようだ。バスケスはこのペレス・トゥリアナを小説に登場させ、さらにはこの人物がホセとジョゼフの仲介をした の設定を作った。ペレス・トゥリアナ 情報ではまだ小説にするには足りないと感じていたコンラッドに、コロンビアから渡英したばかりの、新鮮な情報を抱えたアルタミラーノが紹介されたという だ。そしてアル ミラーノは、コンラッドを前に自分の人生とそれ とりまく社会 語り、それが『ノストローモ』に反映された。　
愛する者を失い、娘を手放し、祖国を後にするという三重の







El ruido de las cosas al caer （二〇一一）
も語り手が他者に取材し
て第三者の人生をたどり直すとい 内容であった。バスケ はこうした一人称による疑似ドキュメンタリー 手法を用 ているという点でも極めてアクチュアルな作家だ。なんらかの情


























ぼくは、ハンモックの上で揺れずに眠っているお前のそばに立ち、お前がとても穏やかに息をして、胸と肩が一目見ただけでは分からないくらいに動いているすぐそばで、小説のなか あの手紙、マリア エフラインに、自分は病気で少しずつ死に向かっていると告白するあの手紙の場面を探 た。エフラインはロンドンにいて、自分が戻れば彼女を助けられると思い すぐに出発する。その後 パナマを通り、 地峡 横断して、 スクーナー船エミリア・ロペス号でブエナベントゥーラまで運ばれる その瞬間、ぼくは、しよう 思っていることをする寸前になっエフライン 対し、それまで誰にも感じた のない強烈な同情の思いを感じた。エフライン 虚構の運命のなかに、それとは逆を行く、歪んだ の現実の運命が映し出さ たような気がしたからだ。エフラインはパナマを通り 最愛の人に会うた
めにロンドンから戻った。ぼくは、自分の人生のすべてであった、あの大人になりかけの女を置いて、パナマから逃げようとしていた。 が、 ぼくが行こうとしている場所の一つだった。
（
297ページ）
　
エフラインは医学の勉強のためにロンドンに渡った。そして
その間にマリアは病を患う。危篤の知らせを聞いて勉学をうっちゃったエフラインが帰郷するとマリアは既に死んでいた、というのが小説『 』の結末だ そのエフラインとは方角においても目的においてもまったく正反対な行動に出ようとしているホセが、エフラインに感情移入するというのは、考えてみれば奇妙な話だ。この奇妙な感情移入を説明する言葉を、私たちバスケスの読者は探さなければいけないのだろう。おわりに　
二〇一六年にはバスケスの小説二作品がほぼ同時に出版さ
れた。この『コスタグアナ秘史』と『物 落ちる音』
（拙訳、
松籟社）
である。その数年前から、長篇第一作『情報提供者』
が『密告者』
（服部綾乃、石川隆一訳、作品社）
として刊行され
ることが告知されている。短時日のうちに一気に紹介が進みそうだ。
（柳原孝敦）
